
 食品 味噌 大豆の原料は問題ないが米の収穫量が大きく減った為価格改定を余儀なくされる。 ↑

 食品 豆乳 大豆の原料は問題なし。 →

→

 食品 ヤングコーン タイ産は比較的供給安定しているが現地工場によっては不安定要素も。 ↑

 食品 麻竹類

 食品 中国うずら缶 タイ産ほか企業により遅れ発生。ベトナム産相場感注意。 ↑

 食品 国内コーン 不作により極品薄。割り当て。輸入品への代替も検討。 ↑

 食品 タイ産コーン タイ産コーンは各社バラつきあるが、基本再開するも相場強含み。 ↑

 食品 中国産なめこ 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 アスパラガス 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 中国マッシュルーム ↑

 食品 ツナ ↓

 食品 梅干製品（国産） 紀州産は安定。収穫過多で値下げするメーカーも。 ↓

 食品 紀州梅 ↓

 食品 中国フルーツ缶 チェリー大減産により出荷調整中。新規不可。 ↑

 食品 パインアップル ↑

 食品 ダークスイートチェリー 原料調達が困難で（アメリカ産 ⇒ 国産）に切り替わり容量 ・ 価格見直しへ。 ↑

 食品 りんご原料品 国内産リンゴの原料事情はかなり悪く昨年度の70％。 ↑

 食品 ジュース ↑

 冷食 国産農産品 ↑

 冷食 EU輸入品 ↑

 冷食 輸入鶏肉 ↓

 冷食 輸入牛肉 →

 冷食 輸入豚肉 ↑

 冷食 ホタテ貝柱 ↑

 冷食 ボイル帆立・ベビー帆立 ↑

酒類 全般（飲用・酒類調味料） 原料アルコール、糖類の値上がりを要因とする製品値上げ。 ↑

日本向けオファーが少なく各社高値。
またスエズ運河問題による入船遅れの影響で高騰。

価格底をうち、強含みで推移。

陸奥湾のベビー帆立のへい死が深刻。稚貝からダメージ受けており先々原料が
ひっ迫・高騰する見込み。

豊作につき値下げするメーカーもあり。
但し来年度の収穫状況は思わしくない可能性あり。

原料不足で産地（タイ産 ⇒ フィリピン産）に変更のメーカーあり。
インドネシア産は大幅減。

供給安定し始めている。

輸出需要増加もあり北米のショートプレートの価格が暴騰していたが
若干落ち着いた状況に。ただ干ばつの影響が続き高値横ばい推移。

ストリップ、スライスは上げ予想から一転若干下げ相場へ。
相場感注意。ホールは企業により品薄。

12月のBRZ出船55,000t台（訂正の可能性あり）と異常に多く
要因は多数推測されるがいずれにしても先々弱含みで推移。

中東紛争の影響を受けスエズ運河を経由する航路が使用できず、
輸入スケジュールに遅れが発生。今後販売数量を制限する対応を
とる商品が出てくる可能性あり。

北海道産農産品は今夏の高温の影響により減産商品が多く値上げ。
供給制限となる商品あり。　にんじん、かぼちゃ、とうもろこし、玉ねぎ 他

人手不足、廃業、栽培面積減少により3～5割減産。
品薄感、コスト上昇により春先値上げあり。

オレンジの原料事情が悪くオレンジジュースの休売が相次ぐ。
（在庫あるメーカーに需要殺到もあり）
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